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１．計画の概要 

１．計画の概要 

１－１．計画の背景と目的 

本市は、第 5次多久市総合計画（以下「総合計画」という）に基づき、「緑園に輝くまち 多久 ～時流を感

じる 文教・安心・交流・協働のまち～」をまちの将来像に据え、SDGsやSociety5.0など新しい時代の潮

流を捉えながら、豊かな自然や孔子の里などの本市の資源・特性を活かして、“みんなの希望がかなうまち”

“安心で魅力的なまち”“活力ある稼ぐまち”“つながり集うまち”を目標にまちづくりを進めています。 

本市の公共交通を取り巻く状況は、人口減少・少子化の進展や、路線バス運転者不足の深刻化など、公共

交通サービスの維持・確保が厳しさを増しており、JR 唐津線の減便や地域間幹線バス路線の再編などに至

っています。その一方で、高齢化に伴う運転免許返納が増加しているなど、地域の暮らしと産業を支える移

動手段を確保することの重要性がますます高まっています。 

市ではこれまでふれあいバス（自家用有償バス）やふれあいタクシー（予約型乗合タクシー）を日常生活の

移動手段として運行してきました。しかしながら、第５次多久市総合計画策定のための市民アンケート（令和

２年）では「公共交通の充実」について「満足度が低い」との評価となっており、改善が求められています。路

線バスや鉄道は利用者が少ない状況が続いており、サービスの維持・確保への対応が急務です。また、令和

7 年度には多久市立病院が小城市民病院との統合により移転するため、そのアクセスを確保していくこと

も必要です。 

このような地域公共交通にかかる問題点・課題を解決し、市民の安全安心な暮らしやまちの産業を支え

る、持続可能な公共交通ネットワークを構築することを目的に、地域公共交通の活性化及び再生に関する

法律の規定に基づき、「多久市地域公共交通計画」を策定します。 

 

１－２．対象区域 

本計画は、多久市全域を対象とします。 

これに加え、市内外を行き来する鉄道・

路線バス等も対象とし、広域での移動につ

いても考慮します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－３．計画期間 

本計画の計画期間は、令和 4年 4月から令和 9年3月の 5年とします。  

■計画対象区域 
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１．計画の概要 

１－４．計画の位置づけ 

本計画は、総合計画を上位計画として、まちのにぎわいづくりを支え、利便性の高い移動環境の形成を

推進していくための計画です。 

また、都市計画や中心市街地活性化、福祉などの本市の各分野の計画との調和・整合を取り、各種計画

の推進を交通の面から支援するものです。 

なお、本計画は、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく法定計画として策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■多久市地域公共交通計画の位置づけ 

第２期多久市まち・ひと 
・しごと創生総合戦略 

●多久市の発展を支援 

●地域で生活し続けられる環境を支援 

多久市都市計画 
マスタープラン 

●地域資源を活かした広域交流の実現を支援 

●中心市街地の賑わいの創出を支援 

●多核連携型のまちづくりを支援 

●まちの持続的発展を支援 

多久市地域福祉計画・ 
地域福祉活動計画 

●地域の連携や交流の場所づくりを支援 

●地域における支え合いや助け合いによる 

地域福祉の推進を支援 

多久市高齢者福祉計画 
●社会参加機会の創出を支援 

●高齢者の自立生活を支援 

第８期佐賀中部広域連合 
介護保険事業計画 

●自立した日常生活を支援 

第２期多久市障害者 
基本計画 

●社会参加の促進を支援 

●日常生活や社会生活を支援 

第５次多久市総合計画 

●安全で安心して暮らしやすいまちづくりを支援 

●活力ある魅力的なまちづくりを支援 

役 

割 

交通政策基本法 

地域公共交通の活性化 

及び再生に関する法律 

（改正法施行：令和２年 11月 27日） 

多久市地域公共交通計画 

（令和４年３月 策定） 

（主に市内の交通を対象） 

根拠 

調和 

整合 

佐賀県地域公共交通計画 

（令和４年３月 策定） 

（主に市町間を跨ぐ交通を対象） 

整合 
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１．計画の概要 

１－５．公共交通に関わる新たな技術の動向 

近年の ICT（情報通信技術）や AI（人工知能）などの発展により、公共交通分野においても新たなモビリ

ティサービスが開発され、社会への導入が広まり始めています。 

令和 2年 11月の地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の改正においても、新モビリティサービ

ス事業が創設されるなど、公共交通の持続可能性を高め、利便を増進していくための方策として新たな技

術の導入が勧められています。 

これまでの公共交通では、「年齢や障害などによる労働や行動範囲における制約」や「過疎化や少子化に

よる需要の縮小とニーズの細分化」などの課題から対応に限界がありました。しかし、人とモノの情報連携

（IoT）やデジタル化・自動化などのデジタル・トランスフォーメーション（DX）が推進されることで、さらなる

運行効率化や利便性向上に向けたサービスが実現可能となり、これまでの課題の克服が期待できるように

なってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■新たなモビリティサービス 

新たな乗合交通サービス 

AIオンデマンド 

人工知能を活用して、運行の効

率性を高めるデマンド交通。 

グリーンスローモビリティ 

電動で時速 20km未満で公道

を走る４人乗り以上の乗り物。 

自動運転バス 

自動運転技術が導入されたバス。

運転手不足の解消が期待される。 

資料：docomo 資料：国土交通省 資料：茨城県境町 HP 

多様な交通サービス 

シェアサイクル 

自転車を共同利用する交通システム。 

シニアカーレンタル 

車椅子に自動運転機能が付加された乗り物。歩道の

運行が可能。 

資料：仙台コミュニティサイクル DATE BIKE 資料：RakuRo ホームページ 

■MaaS（Mobility as a Service） 

MaaSとは、地域住民や旅行者一人一人のトリップ

単位での移動ニーズに対応して、複数の公共交通

やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて

検索・予約・決済等を一括で行うサービスであり、観

光や医療等の目的地における交通以外のサービス

等との連携により、移動の利便性向上や地域の課

題解決にも資する重要な手段となるもの。 

資料：国土交通省 日本版 Maas の推進 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－１．地域ポテンシャル 

本市は佐賀県のほぼ中央に位置し、東は小城市、佐賀市、北は唐津市、南から西にかけては江北町、大町

町、武雄市と接しています。県都佐賀市までは自動車で約 30 分、福岡都市圏までは自動車で約 1 時間の

距離にあります。 

四方を山に囲まれた

盆地のまちであり、市の

中央部に広がる平坦地

には牛津川をはじめとす

る大小の河川が大地を

潤し、緑豊かな田園地帯

を形成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２．人口特性 

本市の人口は、平成 2 年度以降減少傾向が続き、少子高齢化の傾向が加速度的に強まってきています。

令和2年度時点では、総人口 18,295人、高齢化率37%となっており、5年後（R7）には、人口 16,621

人（約 9％減）、高齢化率 40%（3ptアップ）、10年後（R12）には、人口 15,123人（約 17％減）、高齢化

率 42%（5ptアップ）になると見込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※H2～R2 年度：経年人口、R7～R27 年：将来推計人口 
 

資料：経年人口／国勢調査（各年）、将来推計人口／国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口」（平成 30（2018）年推計） 

■多久市の地理的優位性 

■多久市の年齢階層別人口の推移 

資料：国土地理院地図を基に作成 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 
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地域別にみると、令和 3年9月時点で最も人口が多いのは北多久町で約 8,000人、高齢化率は 34%

と市内の中では比較的低くなっています。次に、東多久町約4,500人、38%（同）、南多久町約2,600人、

35%（同）、多久町約 2,600人、40%（同）、西多久町：約 910人、46%（同）となっています。 

各地域とも、年少層・生産年齢層が年々減少し、高齢層が増加しています。特に、西多久町は人口が少な

く、高齢化率は市内でも最も高い状態にあり、高齢者が高齢者を支えている状況にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口は、国道２０３号や県道３０８号線、JR 唐津線の沿線に集積しています。中でも JR 各駅周辺に集中

しており、市南部では多久市立病院周辺の主要地方道や県道沿線に人口が集積しています。山間部では北

多久町の山間部や西多久町で人口が薄く分布し、高齢人口も同様の分布となっています。 

約 10 年後の令和 12 年時点では、総人口、高齢人口とも分布傾向は変わらず、全体的に減少し、国道２

０３号等の沿線は市内でも相対的に高い集積状況が続く見込みとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

唐津街道沿線に人口が
集積特に３駅周辺の集

積が高い 

多久町（市立病院周辺）

に人口が集積 

■総人口の分布状況（H27年：500mメッシュ） ■将来人口の分布状況（R12年：500mメッシュ） 

資料：平成 27 年国勢調査 

■多久市の地域別人口および高齢化率 

唐津街道沿線に

人口が集積 

全体的に人口が減少 

資料：平成 27 年国勢調査 

資料：住民基本台帳（令和３年 9 月） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－３．施設立地状況 

商業施設や医療施設、行政施設、福祉施設、レクリエーション・スポーツ施設などの都市機能は、主に国道

２０３号の沿線に集積しています。多久町にある市立病院は、令和 7 年度に「多久小城地区新公立病院（予

定）」として東多久町に移転する予定です。多久駅には駅舎に隣接して、まちづくり交流センター“あいぱれ

っと”があり、サークル活動や中心市街地の賑わい増進に向けたイベント等が開催されています。市内には

多久高校があり、市内外から通学しています。義務教育学校として、東原庠舎中央校、東原庠舎東部校、東

原庠舎西渓校の３校があり、それぞれスクールバスを運行しています。観光施設として、国重要文化財「多

久聖廟」や「西渓公園」などがあり、温泉保養宿泊施設として TAQUAがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多久聖廟 

東原庠舎西渓校 
西渓公園 

■施設立地状況 

資料：国土数値情報 

多久高校 

 

TAQUA 

あいぱれっと 

東原庠舎中央校 

多久・小城地区新公立病院 

東原庠舎東部校 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－４．地域旅客運送サービス 

市内には、公共交通機関として「JR 唐津線」と「昭和バス」、「ふれあいバス」、「ふれあいタクシー」が運行

しています。 

 

交通機関・路線名 運行経路 
運行本数(平日) 

上り 下り 

JR唐津線 

（長崎本線） 

佐賀駅～西唐津駅 16本 15本 

佐賀駅～唐津駅 2本 3本 

佐賀駅～多久駅 2本 2本 

昭
和
バ
ス 

唐津佐賀線 大手口～佐賀 BC 12本 12本 

多久佐賀線 多久駅北口～佐賀 BC 7本 7本 

多久武雄線 多久市役所～竹下町 8本 8本 

ふ
れ
あ
い
バ
ス 

東多久立山線 多久駅北口～石原橋 3本 3本 

西多久納所線 平山～裏納所 3本 3本 

南多久岸川線 岸川～南多久公民館 3本 3本 

ふれあいタクシー・3６地区 6本 

 

１） JR唐津線 

唐津線全体の利用者数は平成26年

度まで年間数万人規模で増加していま

したが、平成 27 年度に約 13 万人減

少し、平成 28 年度時点で約 437 万

人の利用があります。そうした中、市内

３駅の年間利用者数は平成 2６年度以

降微増傾向にあり、平成 28 年度には

約 75 万人となりました。しかし、平成

28年度以降、中多久駅、多久駅とも日

当たり乗車人員は減少に転じ、令和 2

年度時点では中多久駅 360人/日、多

久駅 252人/日となっています。 

 

 ヒアリング結果 

利
用
特
性 

・利用者の大半は佐賀市内への通学利用が占める。通勤利用も一定程度利用がある（佐賀方面への利用）。 

・出張利用等で福岡方面への流動もあり、佐賀経由で特急へ乗り継ぐケースも存在する。 

・観光利用はあまり多くなく、沿線住民の利用が大半を占める。 

・利用時間帯は7～8時台と 16～18時台が多い。日中の利用は少ない。土日祝日は部活動などの特需あり。 

現
状
の
課
題
等 

・増便やダイヤ変更の要望があるものの、設備の制約（単線・長崎本線との接続など）から対応が難しく、すべての

ニーズに合わせた対応が現状難しい。 

・これまでにイルミネーション列車やラッピング列車、ビール列車、利き酒列車など利用促進のための列車運行を

行ってきており、今後も県や沿線市町と連携していきたい。また、沿線のまちあるきマップを唐津線全体で展開

できないか。ただし、これまでの利用促進策は一時的な利用に留まっており、定期的な利用を増やしていくこと

が課題。 

・現状、鉄道でないといけないという理由があまり見当たらないと感じており、鉄道でなければならないモチベー

ションについてどう掘り起こしていくべきか考えていきたい。 

 

251 230 223 253 269 260

347 360 367 363 328 336

134 137 120 119 141 158

732 726 711 736 738 754

360 345 348 339

252

465 451 422 402
360

4,364
4,4504,4624,490

4,3624,369

3,000

3,200

3,400

3,600

3,800

4,000

4,200

4,400

4,600

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

唐
津
線
全
体
の
年
間
利
用
者
数
（
千
人
）

多
久
市
内
の
駅
の
年
間
利
用
者
数
（
千
人
）

／
日
当
た
り
乗
車
人
員
（
人/

日
）

多久駅年間利用者数 中多久駅年間利用者数 東多久駅年間利用者数

多久駅日当たり乗車人員 中多久駅日当たり乗車人員 唐津線全体年間利用者数

（年度）

■市内の公共交通機関 ■公共交通ネットワーク 

■市内３駅及び JR唐津線の利用状況 

※多久市内の駅および唐津線全体の年間利用者数の H29 以降のデータは非公表 
※東多久駅の日当たり乗車人員のデータは非公表 

資料：佐賀県統計資料、JR 九州提供資料 

■JRの利用特性と現状の課題等 

資料：JR ヒアリング 

資料：国土地理院地図を基に作成 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

198 189 183
159 174 177 167 158

135

18 19 18

15
16 17

18 17

14

216 208 201

174
189 194 185

174

148

11.9

15.2 14.7 13.9 14.0 13.8 13.4 12.7
10.9

3.8 3.8 3.6 3.3 3.0 3.2 3.6 3.3 2.8

0

5

10

15

20

25

30

0

50

100

150

200

250

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

便
当
た
り
利
用
者
数

年
間
利
用
者
数

唐津佐賀線・多久佐賀線の年間利用者数 多久武雄線の年間利用者数

唐津佐賀線・多久佐賀線の便あたり利用者数 多久武雄線の便あたり利用者数

（千人） （人/便）

（年度）

２） 昭和バス（唐津佐賀線、多久佐賀線、多久武雄線） 

昭和バスの利用者数は平成 28,29 年度に増加したものの、全体的には減少傾向が続いており、令和２

年度は新型コロナの影響もあり、急減し約 14.8 万人となっています。唐津佐賀線・多久佐賀線は、年間約

13.5万人となり、便当たり利用者数も年々減少し、令和２年度には 10.9人/便となっています。多久武雄

線も毎年減少が続いており、便当たり利用者数は 2.8人/便となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

便別平均利用者数は、唐津佐賀線では土日祝日運行の便を中心に、多久佐賀線では佐賀方面への早朝

便を除く便で 10人/便未満となっており、時間帯・曜日によって利用が非常に少ない状況にあります。また、

多久武雄線でもバス車両の便で最大 9.0 人/便、ワゴン車両で最大 3.8 人/便と非常に少ない状況にあり

ます。 

 

唐津佐賀線 多久佐賀線 多久武雄線 

【唐津→佐賀】 【佐賀→唐津】 【多久→佐賀】 【佐賀→多久】 【多久→武雄】 【武雄→多久】 

      

 

毎日運行   平日のみ    土日祝日のみ       バス車両     ワゴン車両 

資料：昭和自動車提供資料 

■昭和バスの年間利用者数と便当たり利用者数の推移 

■昭和バスの便別平均利用者数（令和２年度） 

資料：昭和自動車提供資料 ※便あたり利用者数＝年間総利用者数÷年間総運行本数 

※便別平均利用者数＝便別年間利用者数÷便別年間運行本数 

15.0

17.9

19.2

19.2

15.8

13.7

13.9

12.4

14.2

10.0

10.4

7.8

11.1

5.9

13.0

4.7

7.9

3.2

5.0

0.0 20.0 40.0

5:50

6:20

6:55

7:55

9:30

9:50

11:00

11:20

12:30

13:20

14:00

14:50

15:30

16:20

17:00

17:50

18:15

19:20

19:30

（人）

4.9

10.5

11.7

7.0

15.3

10.4

13.9

11.2

12.4

11.9

23.1

11.8

20.7

30.3

8.5

20.8

8.5

0.0 20.0 40.0

5:36

6:20

6:50

8:00

8:30

9:00

10:00

11:00

11:30

13:00

14:30

15:00

15:30

16:30

17:00

17:45

19:00

（人）

16.6

8.2

12.5

7.9

7.0

5.4

7.2

5.0

5.1

7.6

3.8

8.0

2.7

0.0 10.0 20.0

6:20

6:49

9:40

9:45

11:10

11:30

12:30

13:25

14:10

15:20

16:25

17:10

17:50

（人）

6.2

4.6

3.9

6.3

4.1

6.3

5.8

5.1

3.8

6.4

4.0

0.0 20.0 40.0

7:35

9:00

10:00

11:00

11:40

12:00

14:00

16:00

18:05

18:15

20:00

（人）

9.0

2.5

3.5

2.4

3.8

1.4

1.3

1.1

1.8

1.0

3.1

1.0

0.7

2.2

0.5

0.0 20.0 40.0

6:50

7:25

7:40

8:45

9:40

11:05

11:40

12:50

13:20

14:35

16:20

16:50

17:25

18:20

19:40

（人）

1.7

1.6

6.2

1.1

1.1

0.9

3.2

1.4

2.3

2.1

2.3

3.4

1.5

1.9

2.9

0.0 20.0 40.0

6:30

7:10

7:40

8:25

9:40

9:55

11:40

12:00

14:20

14:40

16:20

16:45

17:50

18:15

19:20

（人）



 

9 

２．地域特性及び地域公共交通の現状 

68,666 

56,863 
58,384 

55,017 
53,742 

54,200 

34,808 
41,118 

44,683 
43,740 

41,048 

62,107 
65,411 

58,374 

74,716 

91,266 

85,292 

112,010 

1,554 1,554 1,554 1,554 
1,256 1,241 1,238 

2,534 
2,844 2,918 

3,584 3,699 3,679 

2,993 

4,084 

5,051 
5,247 

6,574 

2,392 2,266 
2,648 1,341 

3,457 

6,089 
6,472 

11,061 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

多
久
市
補
助
金
額

国
・県
・関
係
市
補
助
金
額

多久武雄線（国・県補助） 多久武雄線（関係市補助） 唐津佐賀線（国・県補助） 唐津佐賀線（関係市補助）

多久武雄線（多久市補助） 唐津佐賀線（多久市補助）

（年度）

（千円） （千円）

バス停区間別の乗降者数をみると、唐津佐賀線では、唐津市街地から乗車し、佐賀市周辺部や佐賀市中

心部での降車が多くなり、多久佐賀線では、多久市や小城市から乗車し、佐賀市中心部での降車が多くな

っています。多久武雄線では、多久市から乗車して武雄市で降車する利用や、武雄市内で乗降する利用が

多くなっています。 

 

 

唐
津
佐
賀
線 

【唐津→佐賀】 【佐賀→唐津】 
  

多
久
佐
賀
線 

【多久→佐賀】 【佐賀→多久】 

  

多
久
武
雄
線 

【武雄→多久】 【多久→武雄】 

   

 

 

運営状況 

・昭和バス２路線３系統とも、赤字路線となっており、国・県、沿線市の補助により運行している。 

・行政補助額は、運行経費の増加（燃料費等の高騰など）や運賃収入の減少により年々増加しており、令和２年度には約

１億 1,200万円となっている。多久市では、唐津佐賀線・多久佐賀線に約 1,100万円、多久武雄線に約 650万円、

計 1,800万円の補助を行っている。 

 

  

■昭和バスのバス停区間別乗降者数（令和２年度） 

資料：昭和自動車提供資料 

■昭和バスの運営状況 

資料：補助申請書 

96.0
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

 利用特性 アンケート結果 

唐
津
佐
賀
線 

・唐津佐賀線は、高校生の

通学利用を中心に、通勤

や買い物、通院等でも利

用されている。 

・利用している理由では、

「駅よりもバス停の方が

近いから」「通学フリー定

期券などお得に利用でき

るから」など、昭和バスの

利点が挙げられている。 

【n＝75】 

多
久
佐
賀
線 

・多久佐賀線は、運転免許

を持っていない高齢者の

通院利用を中心に、通勤

や通学等でも利用されて

いる。 

・利用している理由では、

「自家用車を運転できな

いから」のほか、「駅より

もバス停の方が近いか

ら」など昭和バスの利点

が挙げられている。 

【n=14】 

多
久
武
雄
線 

・多久武雄線は、高校生の

通学利用を中心に、高齢

者の通院や外出に利用さ

れている。 

・利用している理由では、

「徒歩や自転車では行け

ないから」など他の移動

手段では移動できないと

いった路線バスの必要性

が挙げられている。 

【n=26】 

 

現状の問題点 

・通常ダイヤでも 2時間近いダイヤであるが、そこからさらに遅延が常態化している。 

・地域間の幹線として並行する JR唐津線との棲み分けを整理する必要があるのでは。 

・運転手不足や運転手の高齢化が著しい。 

・コロナ禍で貸切事業及び都市間バスの利用が大幅に減少しており、内部留保が著しく減少している。 

50.0%

11.5%

15.4%

19.2%

3.8%

0% 25% 50%

徒歩や自転車では行けないから

自家用車を運転できないから

家族等の送迎を頼めないから

タクシーよりも運賃が安いから

無回答
単数回答

14.3%

42.9%

0.0%

0.0%

28.6%

14.3%

0% 25% 50%

JRでは行けない施設に用事があるから

駅よりもバス停の方が近いから

ダイヤの都合がいいから

通学フリー定期券などお得に利用できるから

自家用車を運転できないから

タクシーよりも運賃が安いから 単数回答

通学

14.3%

通勤

14.3%

買物

14.3%

通院

35.7%

その他

（私用）

21.4%

2.7%

44.0%

6.7%

29.3%

12.0%

2.7%

2.7%

0% 25% 50%

JRでは行けない施設に用事があるから

駅よりもバス停の方が近いから

ダイヤの都合がいいから

通学フリー定期券などお得に利用できるから

自家用車を運転できないから

タクシーよりも運賃が安いから

無回答 単数回答

■昭和バスの利用特性 

資料：令和 3 年度利用者アンケート調査 

●利用目的 ●利用理由 

●年齢 ●免許保有状況 

●年齢 ●免許保有状況 

●利用目的 ●利用理由 

●利用理由 ●利用目的 

●年齢 ●免許保有状況 

■昭和バスの現状の問題点など 

資料：昭和自動車ヒアリング 

37.3% 25.3% 16.0% 21.3%

0% 25% 50% 75% 100%

18歳以下 19～39歳 40～64歳 65歳以上

64.0% 26.7% 9.3%

0% 25% 50% 75% 100%

持っていない 持っている 無回答

通学

44.0%

通勤

21.3%

買物

8.0%

通院

10.7%

その他

（私用）

16.0%

JRでは行けない施設に
用事があるから 

 

通学フリー定期券などお得に
利用できるから 

駅よりもバス停の方が近いから 

ダイヤの都合がいいから 
 

タクシーよりも運賃が安いから 

自家用車を運転できないから 

無回答 

通学

53.8%

買物

3.8%

通院

19.2%

観光

3.8%

その他

（私用）

19.2%

14.3%

7.1%

21.4% 57.1%

0% 25% 50% 75% 100%

18歳以下 19～39歳 40～64歳 65歳以上

57.7%
11.5%

15.4%15.4%

0% 25% 50% 75% 100%

18歳以下 19～39歳 40～64歳 65歳以上

JRでは行けない施設に
用事があるから 

 

通学フリー定期券などお得に
利用できるから 

駅よりもバス停の方が近いから 

ダイヤの都合がいいから 
 

タクシーよりも運賃が安いから 

自家用車を運転できないから 

徒歩や自転車では行けないから 

自家用車を運転できないから 

家族等の送迎を頼めないから 

タクシーよりも運賃が安いから 

無回答 

73.1% 26.9%

0% 25% 50% 75% 100%

持っていない 持っている

92.9% 7.1%

0% 25% 50% 75% 100%

持っていない 持っている
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

３） ふれあいバス 

ふれあいバスは現行の 3 路線となった平成 26 年度以

降、各路線とも利用者数が増えてきており、令和元年度時

点で東多久立山線は約 11,000 人、西多久納所線は約

11,000 人、南多久岸川線は 8,900 人、合計約 31,000

人となっています。令和２年度は新型コロナの影響もあり、

やや減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バス停別の日当たり乗降者数を集計すると、「HI ヒロセ（旧フードウェイ）」「多久駅北口」「市立病院」「東

多久駅」「多久市役所」「梅ノ木団地前」は、比較的利用が多いバス停となっています。一方で、「岸川～申川

内入口区間」「平山～西町区間」「宮の前～上田町区間」「石原～西牟田辺区間」「納所地域」は、利用が僅か

となっているバス停が連なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運行日 月曜日～土曜日（日曜、元日は運休） 

路線 
東多久立山線、西多久納所線 
南多久岸川線 

運賃 
1乗車につき 
大人 200円、小児 100円 

使用車両 ハイエース（14人乗り） ･ 市所有 

運行主体 多久市 

運行受託 昭和自動車 

10,328 11,263 10,165 10,388 10,904 11,409 10,486

8,420 8,420 10,317 10,198 11,076 11,067 10,174

5,943 5,943 7,305 8,373
9,120 8,908

9,057

2,571

3,618

5,316

17,205 19,804 18,610 15,343 12,300 12,628 13,430 12,185

8,876
11,441

9,485

9,305

8,865 8,536 7,943
6,413

2,680

6,989

7,557

6,951

5,869

5,631 5,053 5,242
7,432

1,357

15,542

33,070

38,802

35,046

30,517

26,796 26,217 26,615 26,030
24,691 25,626

27,787
28,959

31,100 31,384
29,717

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

年
間
利
用
者
数

東多久線 立山線 循環線 東多久岸川線 西多久線 岸川線

（人）

■東多久立山線 ■西多久納所線 ■南多久岸川線

（年度）

■ふれあいバスの概要 

■ふれあいバスの年間利用者数の推移 

資料：ふれあいバス運行実績 

■ふれあいバスのバス停別日当たり乗降者数 

石原～西牟田辺区間 
納所地域 

平山～西町区間 

岸川～申川内入口区間 

宮の前～ 

上田町区間 

利用が少ないバス停が連なる区間 

資料：ふれあいバス運行実績（令和 3 年 5～7 月） 

HIヒロセ 
(旧フードウェイ) 

市立病院 

東多久駅 

多久市役所 

梅ノ木団地 

多久駅北口 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

5,571 6,083 5,181 4,625 3,808 3,644 3,746 3,720 3,375 3,725 3,652 3,739 4,011 4,076 3,580

23,915
22,208 21,818 21,288

20,224 19,825 19,818 20,235 20,552 21,095 20,675 21,179

24,673
26,504 26,926

825
729 770

849
897 895 885 920

969
906 875 860

922
974

1,027

-400

0

400

800

1,200

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

利
用
者
一
人
当
た
り
財
政
負
担
額

収
入
・支
出
額

収入 支出 利用者一人当たり財政負担額

（千円） （円/人）

（年度）

 

 利用特性 アンケート結果 

ふ
れ
あ
い
バ
ス 

・ふれあいバスの利用者は

60歳以上が約 78%を

占め、また、運転免許証

を持っていない人が全体

の約 83%となっており、

自家用車を運転できない

高齢者の買物や通院等を

中心に利用されている。 

・また、今後の公共交通に

望むサービスには、「自宅

近くから乗車できるバ

ス」や「目的地まで回り道

をせずに運行できるバ

ス」、「市内の公共交通で

利用可能な定額制の乗車

券」への要望が上がって

いる。 

【n＝36】 

 

 

運営状況 

・ふれあいバスの運行経費は、平成23年度以降増加してきており、令和２年度時点で約 2,700万円かかっている。

一方で、収入（現金・定期券・回数券など）は毎年 300万円台で横ばいとなっている。 

・財政負担額は増加傾向にあり、利用者一人当たりの財政負担額は年々増加していて、令和2年度時点で約 1,000円

かかっている。 

 

 

現状の問題点 

・納所地域の利用者から、西多久納所線は、朝の便の時刻を早めてほしいという要望がある。 

・利用者から日曜日にもふれあいバスを運行してほしいとの要望がある。 

・南多久岸川線の利用者から、ダイレックス多久店やコスモス多久店（大工田バス停付近）経由にしてほしいとの要望が

ある。 

・運転手不足や運転手の高齢化が著しい。 

 

80.6%

5.6%

38.9%

25.0%

2.8%

8.3%

0% 25% 50% 75% 100%

自宅近くから乗車できるバス

外出したい時に予約をして利用でき

るバス

目的地まで回り道をせずに運行でき

るバス

JRも昭和バスもふれあいバス・タク

シーも利用可能な定額制の乗車券

市街地内の各所で、自転車やシニア

カーなどをレンタルできるサービス

駅やバス停での駐車場や駐輪場の

充実
複数回答

※無回答は省略

■ふれあいバスの利用特性 

■ふれあいバスの運営状況 

●利用目的 

●望むサービス 

●年齢 ●免許保有状況 

資料：補助申請書 

■ふれあいバスの現状の問題点など 

資料：昭和自動車ヒアリング 

※運行経費は委託料、需用費、役務費を計上 

8.3%

11.1%

77.8% 2.8%

0% 25% 50% 75% 100%

40歳代 50歳代 60歳以上 無回答

63.9% 19.4% 16.7%

0% 25% 50% 75% 100%

持っていない 返納（失効）した 持っている

2.8%

55.6%

47.2%

36.1%

0% 20% 40% 60%

通学

買物

通院

その他

複数回答

自宅近くから乗車できるバス 

外出したい時に予約をして
利用できるバス 

目的地まで回り道をせず
に運行できるバス 

JRも昭和バスもふれあいバス･タクシー
も利用可能な定額制の乗車券 

市街地内の各所で、自転車やシニアカ―などを
レンタルできるサービス 

駅やバス停での駐車場や駐輪場の充実 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

４） ふれあいタクシー 

ふれあいタクシーは運行開始後、利用者が増えており、

令和元年度時点では年間 700 人となっています。ただ

し、運行回数も同様に増加しており、運行１回あたり利用

者数は 1.0～1.2 人とほぼ一般タクシーと同様の利用実

態となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 利用特性 アンケート結果 

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー 

・ふれあいタクシーは、80

歳以上が約59%、70

歳代が約 21%と約 8割

が 70歳以上となってお

り、免許を持っていない

人が約87％を占め、主

に後期高齢者の通院や買

物の移動手段として利用

されている。 

・また、今後の公共交通に

望むサービスには、「自宅

近くから乗車できるバ

ス」や「利用したい時に予

約をして利用できるバ

ス」、「市内の公共交通で

利用可能な定額制の乗車

券」への要望が上がって

いる。 

【n＝39】 

運行日 
月曜日から土曜日の週 6回運行 

（日曜、元日は運休） 

運行エリア 市内全域 

運賃 
運賃は 1乗車につき 
大人 300円、小児 200円 

※事前登録制（登録は無料） 

使用車両 
セダン型タクシー ・ジャンボタクシー 

（事業者所有）  

運行主体 多久市 

運行受託 昭和自動車 

329 347 318

491

700

601

278 309 287

424

655
586

1.2 1.1 1.1 1.2
1.1 1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

0

200

400

600

800

1000

H27 H28 H29 H30 R1 R2

運
行
１
回
あ
た
り
利
用
者
数

年
間
利
用
者
数
・年
間
運
行
回
数

利用者数 運行回数 運行１回あたり利用者数

（年度）

（人・回） （人/回）

48.7%

33.3%

15.4%

30.8%

2.6%

5.1%

0% 25% 50%

自宅近くから乗車できるバス

外出したい時に予約をして利用でき

るバス

目的地まで回り道をせずに運行でき

るバス

JRも昭和バスもふれあいバス・タク

シーも利用可能な定額制の乗車券

市街地内の各所で、自転車やシニア

カーなどをレンタルできるサービス

駅やバス停での駐車場や駐輪場の充

実
複数回答

※無回答は省略

■ふれあいタクシーの概要 

■ふれあいタクシーの年間利用者数の推移 

資料：ふれあいタクシー運行実績 

■ふれあいタクシーの利用特性 

●利用目的 

●望むサービス 

●年齢 ●免許保有状況 

5.1%

12.8%20.5% 59.0% 2.6%

0% 25% 50% 75% 100%

50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上 無回答

87.2% 12.8%

0% 25% 50% 75% 100%

持っていない 持っている

自宅近くから乗車できるバス 

外出したい時に予約をして
利用できるバス 

目的地まで回り道をせずに
運行できるバス 

JRも昭和バスもふれあいバス･タクシー
も利用可能な定額制の乗車券 

市街地内の各所で、自転車やシニアカ―などを
レンタルできるサービス 

駅やバス停での駐車場や駐輪場の充実 

48.7%

76.9%

12.8%

0% 25% 50% 75% 100%

買物

通院

その他
複数回答

※無回答は省略



 

14 

２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 

運営状況 

・ふれあいタクシーの運行経費（委託料）は、利用者の増加とともに増えてきており、令和２年度には約 140万円となっ

ている。 

・運賃収入は増加するものの、運行経費（委託料）よりも少ない。 

・利用者一人当たりの財政負担額は、令和２年度時点で約 2,100円となっている。 

 

 

現状の問題点 

・利用者から日曜日にもふれあいタクシーを運行してほしいとの要望があった。 

・運転手不足や運転手の高齢化が著しい。 

・予約状況により拘束時間などが大きく変動することなどが要因で、運転手の希望者が少ない。 

 

 

５） スクールバス 

市では、東原庠舎中央校、東原庠舎東部校、東原庠舎西渓校の児童生徒の通学及び教育活動のためにス

クールバスを運行しています。夏季休暇中のプール開放や義務教育学校が実施する学習活動などの移動手

段としても活用されています。 

 

 

 

６） その他の交通（地域の送迎・訪問サービス） 

市内の医療施設・福祉施設の送迎サービスは、社会福祉協議会のほか福祉サービスを行う事業所 12箇

所で送迎サービスを提供しています。 

  

校区 路線名 車両 

中央 

岸川線、相の浦線、立山線、浦山線、横柴折線、観音山線、多久駅北線、新栄町線、 

高木川内線、多久駅南線１、多久駅南線２、タカスギ団地線、砂原公民館線、 

砂原団地線１、砂原団地線２、田柄線、西山線 

11台 

東部 納所北線、納所南線 2台 

西渓 栄町・石州分線、明治佐賀線、平山・白仁田線、船山線、藤川内・平野線 4台 

■ふれあいタクシーの運営状況 

資料：補助申請書 

■ふれあいタクシーの現状の問題点など 

資料：昭和自動車ヒアリング 

■校区別の路線と車両数 

92 102 94 145 189 154

582 618 650

914

1,412 1,428

1,489 1,486
1,749

1,567
1,747

2,120

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H27 H28 H29 H30 R1 R2

利
用
者
１
人
あ
た
り
財
政
負
担
額

年
間
委
託
料
・年
間
運
賃
収
入

運賃収入 委託料 利用者一人当たり財政負担額

（千円） （円/人）
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

２－５．市民の移動特性・公共交通に対する意向 

本節では、令和 3年９月から 10月にかけて実施した公共交通に関する市民アンケート調査結果等を基

に、市民の移動特性を整理しました。 

 

１） 移動特性 

 【通勤】 

18～６４歳通勤者の半数以上は、多久市外へと通勤して

います。市外の通勤先では、佐賀市や小城市が多くなって

います。 

通勤時の交通手段は、ほとんどが車を利用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【通学】 

高校通学者（来年進学予定の中学生意見含む）の 7割以

上は多久市外の高校へ通学しており、多久市内の佐賀県立

多久高等学校への通学者は3割程度となっています。市外

の通学先で最も多いのは佐賀市の学校となっています。 

通学時の交通手段は、徒歩・自転車や JR の利用が多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

54.1%

50.3%

2.5%

8.8%

21.4%

0.6%

0.6%

0.6%

0% 25% 50% 75%

徒歩・自転車

JR

路線バス（昭和バス等）

スクールバス

車（家族等の送迎）

ふれあいバス

原付

その他 複数回答【n=159】

※無回答は省略

■通勤者の行先（18～64歳） 

89.4%

1.0%

1.8%

3.1%

0.5%

0.5%

0.0%

0.3%

0.3%

5.7%

1.0%

0% 25% 50% 75% 100%

車（自分で運転）

車（家族等の送迎）

車（職場、学校の送迎）

JR

路線バス（昭和バス等）

ふれあいバス

ふれあいタクシー

一般タクシー

バイク・原付

徒歩・自転車

その他
複数回答【n=388】

※無回答は省略

■通勤者の交通手段（18～64歳） 

■通学者の行先（中学生・高校生） 

■通学者の交通手段（中学生・高校生） 
佐賀県立多久高等学校 

27.0％ 

佐賀市：45.9％ 

小城市：13.8％ 

武雄市： 1.3％ 

その他：11.9％ 

多久市外の学校 

北多久町：14.4％ 

多久町  ： 7.2％ 

東多久町： 5.7％ 

南多久町： 5.7％ 

西多久町： 1.8％ 

多久市内 

佐賀市：19.8％ 

小城市：10.3％ 

武雄市： 6.7％ 

唐津市： 5.2％ 

伊万里市：3.1％ 

大町町：  2.1％ 

江北町：  1.0％ 

多久市外 

34.8% 57.5% 7.7%

0% 25% 50% 75% 100%

18～64歳

(n=388)

市内 市外 行先無回答

27.0% 73.0%

0% 25% 50% 75% 100%

中学生・高校生

(n=159)

多久高校 市外の学校
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

 【買物・通院】 

18～６４歳の買物先は、市内の店舗と市外の店舗を併用されている方が多くなっています。通院先は、

市内の病院よりも市外の病院を利用されている方の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、６５歳以上の買物先は、市外の店舗よりも市内の店舗を利用されている方の割合が高く、通院先

も、同様の傾向がみられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 多久市立病院 34.2%

② 池田内科胃腸科医院 16.0%

③ 諸江内科循環器科医院 10.0%

④ 木下歯科クリニック 9.6%

⑤ 多久生協クリニック 7.8%

市内の病院（上位5位）

※通院外出者219人の行先割合

① ダイレックス多久店 50.0%

② ディスカウントドラッグコスモス多久店 33.5%

③ ドラッグストアモリ多久店 33.0%

④ HIヒロセスーパーコンボ多久店 19.3%

⑤ ユアー新鮮館 18.9%

市内の店舗（上位5位）

※買物外出者212人の行先割合

① 多久市立病院 13.2%

② 池田内科胃腸科医院 12.6%

③ うめず歯科口腔外科医院 7.3%

④ 木下歯科クリニック 7.3%

⑤ 多久生協クリニック 6.1%

※通院外出者342人の行先割合

市内の病院（上位5位）

① ダイレックス多久店 48.5%

② ドラッグストアモリ多久店 39.2%

③ ディスカウントドラッグコスモス多久店 36.7%

④ HIヒロセスーパーコンボ多久店 35.2%

⑤ オールディズ・クガ 9.7%

※買物外出者452人の行先割合

市内の店舗（上位5位）

72.2%

51.0%

0.0%

14.1%

0% 25% 50% 75% 100%

市内の病院

市外の病院

行先無回答

通院外出なし

複数回答 【n=255】

80.8%

47.8%

0.4%

16.9%

0% 25% 50% 75% 100%

市内の店舗

市外の店舗

行先無回答

買物外出なし

複数回答 【n=255】

1 

41.1%

52.9%

1.1%

26.8%

0% 25% 50% 75% 100%

市内の病院

市外の病院

行先無回答

通院外出なし

複数回答 【n=467】

■買物先（18～64歳） 

■通院先（18～64歳） 

■買物先（65歳以上） 

■通院先（65歳以上） 

79.8%

76.3%

0.2%

3.2%

0% 25% 50% 75% 100%

市内の店舗

市外の店舗

行先無回答

買物外出なし

複数回答 【n=467】

市内と市外の両方と

もに利用されている

傾向 

市内より市外の方が 

若干多く利用されて

いる傾向 

市外より市内の方が 

多く利用されている

傾向 

市外より市内の方が 

多く利用されている

傾向 

佐賀市：34.1％ 
小城市：31.4％ 
武雄市：42.5％ 
江北町：11.3％ 

市外の買物先 

佐賀市：33.6％ 
小城市：26.0％ 
武雄市：20.2％ 

市外の通院先 

1 2 3 4 2 
3 4 5 5 

※10％以上のみ表記 

1 

1 2 3 
4 2 3 

4 5 

5 

佐賀市：18.4％ 
小城市：29.7％ 
武雄市：29.7％ 

市外の買物先 

佐賀市：19.6％ 
小城市：32.0％ 
武雄市：16.4％ 

市外の通院先 

※10％以上のみ表記 

■行先（65歳以上） 

■行先（18～64歳） 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

23.3%

24.7%

19.2%

13.7%

46.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

車やバイクの運転に不安がある

徒歩や自転車で行けなくなる

家族や知人に送迎を頼みにく

くなる

公共交通等の運賃が気になる

その他

複数回答 ※無回答は省略18～64歳 【n=73】

２） 移動に関する困りごと 

 【買物・通院で外出する時の困りごと】 

買物や通院で外出する時の困りごとでは、18～６４歳の方は、「行きたいところに行けない」や「運賃の

高さ」に対する指摘が多く、６５歳以上の方は、「身体的な負担」や「送迎への気兼ね」に対する指摘が多く

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【市立病院移転後の困りごと】 

市立病院が多久町から東多久町へと移

転するにあたって、多久町や西多久町に

お住まいの方は、「困ることが生じる」と

回答された方が多く、具体的な内容とし

ては、６５歳以上の方で特に、「送迎への

気兼ね」や「運転に対する不安」、「徒歩や

自転車で行けなくなる」といった指摘が

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.5%

31.5%

41.1%

13.7%

20.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

車やバイクの運転に不安がある

徒歩や自転車で行けなくなる

家族や知人に送迎を頼みにく

くなる

公共交通等の運賃が気になる

その他

複数回答 ※無回答は省略65歳以上 【n=77】

10.8%

21.7%

20.5%

13.3%

9.6%

37.3%

24.1%

19.3%

9.6%

18.1%

35.1%

29.8%

22.8%

19.3%

15.8%

10.5%

14.0%

3.5%

7.0%

15.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩や自転車での移動が身体的に

きつくなってきた

荷物を運ぶのがきつい

自由な時間に外出できない

家族や知人に送迎を頼むことに

気兼ねする

路線バスやふれあいバス

の待ち時間がきつい

行きたい所に行けていない

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

車やバイクの運転に不安がある

その他

複数回答 ※無回答は省略

18～64歳 【n=83】

65歳以上 【n=57】

12.2%

6.1%

26.5%

12.2%

12.2%

24.5%

24.5%

22.4%

20.4%

26.5%

20.8%

18.8%

14.6%

33.3%

25.0%

20.8%

18.8%

6.3%

12.5%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

徒歩や自転車での移動が身体的に

きつくなってきた

荷物を運ぶのがきつい

自由な時間に外出できない

家族や知人に送迎を頼むことに

気兼ねする

路線バスやふれあいバス

の待ち時間がきつい

行きたい所に行けていない

駅やバス停が遠い

公共交通の運賃が高い

車やバイクの運転に不安がある

その他

複数回答 ※無回答は省略

18～64歳 【n=49】

65歳以上 【n=48】

■買物での外出時の困りごと ■通院での外出時の困りごと 

65歳以上の

方から指摘が

多い項目 

18～64歳

の方から指摘

が多い項目 

■市立病院の移転で困るか（居住地別集計） 

83.2%

72.3%

55.6%

48.8%

73.7%

67.2%

3.5%

12.8%

34.6%

41.1%

13.8%

20.8%

13.3%

14.9%

9.8%

10.1%

12.5%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東多久町 n=143

南多久町 n=141

多久町 n=153

西多久町 n=129

北多久町 n=152

全域 n=722

特に困らないと思う 困ることが生じると思う 無回答

■市立病院の移転でどんなことが困るか 

※18～64歳と 65歳以上を合算 

その他 

公共交通等の運賃が気に
なる 

家族や知人に送迎を頼み
にくくなる 

徒歩や自転車で行けなく
なる 

車やバイクの運転に不安
がある 

その他 

公共交通等の運賃が気に
なる 

家族や知人に送迎を頼み
にくくなる 

徒歩や自転車で行けなく
なる 

車やバイクの運転に不安
がある 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

9.6%

3.6%

12.0%

37.3% 26.5% 6.0%

4.8%

0% 25% 50% 75% 100%

進学予定の

中学生

(n=83)

0円 1～2,999円

3,000～4,999円 5,000～9,999円

10,000～19,999円 20,000円以上

わからない、無回答

 【高齢者の免許保有状況と返納意向】 

６５歳以上の方の運転免許保有割合は約 7割、そのうち、約 6割の方は「免許返納」の意向を示されて

います。 

免許返納後の交通手段としては、「家族の送迎」が最も多く、次いで「ふれあいバス」の利用を考えられ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【高校への通学に関する困りごと】 

JR で通学している高校生にとって、「便数が少ない」

ことが困りごとの 1位になっています。 

また、進学予定の中学生に対する『志望校を選択する

際に交通環境が影響しているか？』の問いに対しては、

７割が影響していないと回答されました。なお、通学費

の限度額は、平均約7,000円/月程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

65.8%10.5%

2.6%

5.3%

5.3%
2.6%

7.9%

JRで通学する高校生

【n=38】

便数が少ない

駅までの移動手段が不便

運賃が高い

ダイヤが不便

特に困ることはない

その他

無回答

7.0% 54.5% 24.5% 13.3%

0.7%

0% 25% 50% 75% 100%

免許保有者

(n=169)

近々返納する予定

将来は返納してもよい

返納するつもりはない

返納したいが、他の移動手段がないから返納できない

無回答

38.9%

8.0%

8.8%

11.5%

36.3%

12.4%

17.7%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

車（家族等の送迎）

車（施設の送迎）

JR

路線バス（昭和バス等）

ふれあいバス

ふれあいタクシー

一般タクシー

徒歩・自転車 複数回答 【n=138】

※無回答は省略

66.2% 19.9% 9.7%

4.2%

0% 25% 50% 75% 100%

65歳以上

(n=255)

持っている 持っていない 返納（失効）した 無回答

■運転免許の保有状況（65歳以上） 

40.2%

10.2%

11.0%

28.3%

11.0%

18.9%

16.5%

3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

車（家族等の送迎）

JR

路線バス（昭和バス等）

ふれあいバス

ふれあいタクシー

一般タクシー

徒歩・自転車

その他 複数回答 【n=153】

※無回答は省略

■免許返納意向（65歳以上） 

■免許返納後の交通手段 

買物時 通院時 

免許返納の意向 

ありの方：約 6割 

■JRで通学する時の困りごと（高校生） 

■志望校を選択する際の交通環境影響の有無（進学予定の中学生） 

 

■通学費の限度額（進学予定の中学生） 

平均：約7,000円/月 

18.1%

9.6%

12.0%

71.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80%

通学費が高くなる

学校近くに鉄道やバスが

運行していない

駅やバス停までの送迎が

必要となる

志望校の選択に交通環境

は影響していない

その他

中学生 【n=83】 複数回答 ※無回答は省略

志
望
校
選
択
に
影
響
あ
り
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

ふれあいバス 

JR唐津線 

昭和バス 

ふれあいタクシー 

３） 公共交通の現在の利用状況 

 【公共交通利用の有無】 

JR 唐津線は、中高生の利用割合は高いものの、それ以外の年代では年に数回程度の利用を含めても

約 2割しか利用されていません。 

昭和バス、ふれあいバス、ふれあいタクシーの利用割合も非常に低く、ふれあいバス、ふれあいタクシー

については「知らない」と回答された方もいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【公共交通に対する「行政の取り組み」についての考え】 

公共交通に対する「行政の取り組み」については、JR 唐津線は利便性の向上やサービス水準の維持の

ために行政の財政負担を許容する意見の割合が高くなっています。一方で、昭和バスについては利便性

向上やサービス維持を求める意見もある中、利用状況に応じたサービスの見直しなど財政負担の削減を

望む意見も多くみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.8%

17.3%

13.7%

45.9%

57.2%

35.7%

5.1%

10.9%

6.7%

4.1%

6.6%

6.3%

4.1%

7.9%

37.6%

0% 25% 50% 75% 100%

高校生

n=98

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

財政負担が増加してでも行政が利便性を高めていくべき

現在の便数や運賃などを維持していくためには行政の財政負担もやむを得ない

利用状況に応じた減便や値上げなどを進め、行政は財政負担すべきではない

その他

無回答

24.5%

24.8%

12.9%

34.7%

42.2%

33.7%

24.5%

18.2%

14.9%

8.2%

6.9%

6.3%

8.2%

7.9%

32.2%

0% 25% 50% 75% 100%

高校生

n=98

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

財政負担が増加してでも行政が利便性を高めていくべき

サービスも財政負担も、現在の状態をできるだけ維持していくべき

利用状況に応じた減便や値上げ、ルート変更など、財政負担を減らす取り組みを進めるべき

その他

無回答

80%

26% 22%

18%

72%
65%

2% 2%
13%

0%

25%

50%

75%

100%

中高生

n=184

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

JR唐津線

24%
6% 15%

71%
92% 75%

5% 2% 11%

中高生

n=184

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

昭和バス

10% 5% 14%

53%
81% 71%

33%
12% 4%

4%
3% 11%

中高生

n=184

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

ふれあいバス

4% 1%
5%

13% 22%
31%3% 6%
7%

87%
67% 39%

4% 4%
18%

中高生

n=184

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

ふれあいタクシー

■利用している 

■利用していない 

■ふれあいバス・ふれあいタクシーを知らない 

■ふれあいタクシー運行対象行政区に居住していない 

■無回答 

■利用の有無 

■公共交通に対する「行政の取り組み」についての考え 

25.5%

18.0%

12.5%

35.7%

36.8%

25.9%

20.4%

29.8%

18.8%

6.1%

7.5%

7.5%

12.2%

7.9%

35.3%

0% 25% 50% 75% 100%

高校生

n=98

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

財政負担が増加してでも行政が利便性を高めていくべき

サービスも財政負担も、現在の状態をできるだけ維持していくべき

利用状況に応じた減便や値上げ、ルート変更など、財政負担を減らす取り組みを進めるべき

その他

無回答

24.5%

19.3%

13.3%

32.7%

38.1%

22.4%

22.4%

20.8%

17.6%

11.2%

10.9%

9.4%

9.2%

10.9%

37.3%

0% 25% 50% 75% 100%

高校生

n=98

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

財政負担が増加してでも行政が利便性を高めていくべき

サービスも財政負担も、現在の状態をできるだけ維持していくべき

利用状況に応じた運行区域や時間帯の変更、値上げなど、財政負担を減らす取り組みを進めるべき

その他

無回答

■財政負担が増加してでも行政が利便性を高めていくべき 

■サービスも財政負担も、現在の状態をできるだけ維持していくべき 

■利用状況に応じた運行区域や時間帯の変更、値上げなど、財政負担を減らす
取り組みを進めるべき 

■その他 

■無回答 

■財政負担が増加してでも行政が利便性を高めていくべき 

■サービスも財政負担も、現在の状態をできるだけ維持していくべき 

■利用状況に応じた減便や値上げ、ルート変更など、財政負担を減らす
取り組みを進めるべき 

■その他 

■無回答 

■財政負担が増加してでも行政が利便性を高めていくべき 

■サービスも財政負担も、現在の状態をできるだけ維持していくべき 

■利用状況に応じた減便や値上げ、ルート変更など、財政負担を減らす
取り組みを進めるべき 

■その他 

■無回答 

■財政負担が増加してでも行政が利便性を高めていくべき 

■現在の便数や運賃などを維持していくためには行政の財政負担もやむを
得ない 

■利用状況に応じた減便や値上げなどを進め、行政は財政負担すべきでは
ない 

■その他 

■無回答 
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２．地域特性及び地域公共交通の現状 

JR唐津線 

昭和バス 

ふれあいバス 

ふれあいタクシー 

 【公共交通に対する「市民の取り組み」についての考え】 

公共交通に対する「市民の取り組み」については、中高生については「積極的に利用する」といった意見

の割合が高くなっています。18～64 歳では、自分が利用するというよりもサービス改善や利用促進の

検討への参加や周囲への利用の呼びかけなど、公共交通の側方支援を挙げる意見が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

35.3%

12.8%

12.2%

8.7%

12.0%

8.2%

19.6%

25.1%

17.6%

19.6%

19.5%

7.5%

12.0%

13.9%

10.2%

4.9%

16.7%

44.3%

0% 25% 50% 75% 100%

中高生

n=184

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

積極的に利用する

運賃の値上げや寄付など、地域で運行費用を負担する

運行エリアや運行時間、運賃、利用方法などのサービス改善や利用促進の検討に参加する

家族や知人等に利用を呼びかける

その他

無回答

52.7%

21.4%

14.9%

9.2%

11.6%

10.6%

18.5%

27.0%

13.7%

9.8%

13.5%

9.0%

6.0%

13.7%

8.2%

3.8%

12.8%

43.5%

0% 25% 50% 75% 100%

中高生

n=184

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

積極的に利用する

運賃の値上げや寄付など、地域で運行費用を負担する

ダイヤや運賃などのサービス改善や利用促進の検討に参加する

家族や知人等に利用を呼びかける

その他

無回答

■公共交通に対する「市民の取り組み」についての考え 

■積極的に利用する 

■運賃の値上げや寄付など、地域で運行費用を負担する 

■ダイヤや運賃などのサービス改善や利用促進の検討に参加する 

■家族や知人等に利用を呼びかける 

■その他 

■無回答 

■積極的に利用する 

■運賃の値上げや寄付など、地域で運行費用を負担する 

■運行ルートやダイヤ、運賃などのサービス改善や利用促進の検討に
参加する 

■家族や知人等に利用を呼びかける 

■その他 

■無回答 

47.3%

16.7%

12.2%

7.1%

10.3%

12.9%

18.5%

30.0%

16.9%

13.6%

14.8%

7.8%

7.1%

13.9%

11.4%

6.5%

14.3%

38.8%

0% 25% 50% 75% 100%

中高生

n=184

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

積極的に利用する

運賃の値上げや寄付など、地域で運行費用を負担する

運行ルートやダイヤ、運賃などのサービス改善や利用促進の検討に参加する

家族や知人等に利用を呼びかける

その他

無回答

40.8%

15.6%

17.6%

6.5%

13.3%

10.2%

18.5%

28.9%

19.2%

20.1%

17.1%

9.0%

9.8%

11.6%

7.1%

4.3%

13.5%

36.9%

0% 25% 50% 75% 100%

中高生

n=184

18～64歳

n=467

65歳以上

n=255

積極的に利用する

運賃の値上げや寄付など、地域で運行費用を負担する

運行ルートやダイヤ、運賃などのサービス改善や利用促進の検討に参加する

家族や知人等に利用を呼びかける

その他

無回答

■積極的に利用する 

■運賃の値上げや寄付など、地域で運行費用を負担する 

■運行ルートやダイヤ、運賃などのサービス改善や利用促進の検討に
参加する 

■家族や知人等に利用を呼びかける 

■その他 

■無回答 

■積極的に利用する 

■運賃の値上げや寄付など、地域で運行費用を負担する 

■運行エリアや運行時間、運賃、利用方法などのサービス改善や利用
促進の検討に参加する 

■家族や知人等に利用を呼びかける 

■その他 

■無回答 
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４） 多久市の公共交通のあり方（重点的に取り組むべき施策） 

重点的に取り組むべき施策の

第１位は「商業施設と市役所と医

療施設を結ぶサービスの充実」で、

どの年代からも最も指摘の多い

施策となっています。 

ただし、第２位の指摘は傾向が

異なり、18～６４歳や中高生は

「佐賀市・小城市方面への交通サ

ービスの充実」を指摘、６５歳以上

では「市内各地から多久駅周辺の

市街地までの交通サービスの充

実」や「自宅近くの移動など短い

距離の移動に利用できる交通サ

ービスの充実」を指摘しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中高生（n=184） 

25.0%

37.0%

17.4%

22.8%

40.8%

21.7%

29.3%

54.9%

52.7%

52.2%

43.5%

47.8%

45.1%

43.5%

19.6%

9.8%

29.9%

32.6%

10.3%

32.1%

26.1%

0.5%

0.5%

0.5%

1.1%

1.1%

1.1%

1.1%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

要望

80％

90％

70％

66％

89％

67％

73％

1位 

2位 

3位 

22.2%

42.7%

13.6%

22.7%

26.7%

12.1%

18.9%

45.9%

40.2%

43.4%

39.7%

44.8%

36.3%

44.6%

22.8%

9.9%

34.7%

28.6%

19.8%

42.2%

27.6%

9.1%

7.2%

8.4%

8.9%

8.7%

9.4%

8.9%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答

■重点的に取り組むべき施策（全地域 n=906） 

■重点的に取り組むべき施策（世代別） 注）取り組むべき指摘上位３位までを黄色で表示 

中高生 18～64歳 65歳以上

市内各地から多久駅周辺の市街地 3位 3位 2位

商業施設と市役所と医療施設 1位 1位 1位

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離 2位

佐賀市・小城市方面 2位 2位

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

18～64歳（n=467） 

22.9%

46.3%

13.5%

22.1%

27.6%

12.2%

18.4%

47.3%

40.0%

45.0%

42.2%

48.6%

39.2%

50.5%

25.5%

10.7%

37.7%

31.7%

19.9%

44.3%

27.6%

4.3%

3.0%

3.9%

4.1%

3.9%

4.3%

3.4%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

要望

70％

86％

58％

64％

76％

51％

69％

1位 

2位 

3位 

65歳以上（n=255） 

18.8%

40.4%

11.0%

23.9%

14.9%

5.1%

12.2%

36.9%

31.4%

34.1%

32.5%

35.7%

24.7%

34.5%

20.4%

8.6%

32.5%

20.0%

26.3%

45.5%

28.6%

23.9%

19.6%

22.4%

23.5%

23.1%

24.7%

24.7%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

要望

56％

72％

45％

56％

51％

30％

47％

1位 

2位 

2位 
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重点的に取り組むべき施策を地域別にみると、

どの地域も第１位は「商業施設と市役所と医療施

設を結ぶサービスの充実」となっていますが、第

２位、第３位の指摘は地域によって異なっていま

す。東多久町、南多久町、多久町の方は「佐賀市・

小城市方面への交通サービスの充実」に対する指

摘が多く、また、多久町、西多久町、北多久町の方

は「市内各地から多久駅周辺の市街地までの交

通サービスの充実」や「武雄市方面への交通サー

ビスの充実」に対する指摘が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東
多
久
町

南
多
久
町

多
久
町

西
多
久
町

北
多
久
町

市内各地から多久駅周辺の市街地 2位 2位 3位

商業施設と市役所と医療施設 1位 1位 1位 1位 1位

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離 3位 3位

佐賀市・小城市方面 2位 2位 2位

唐津市・伊万里市方面 2位

武雄市方面 2位 3位 3位

■重点的に取り組むべき施策（地域別） 

注）取り組むべき指摘上位３位までを黄色で表示 

22.2%

42.7%

13.6%

22.7%

26.7%

12.1%

18.9%

45.9%

40.2%

43.4%

39.7%

44.8%

36.3%

44.6%

22.8%

9.9%

34.7%

28.6%

19.8%

42.2%

27.6%

9.1%

7.2%

8.4%

8.9%

8.7%

9.4%

8.9%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

重点的に取り組むべき 取り組むべき あまり重要ではない 無回答

東多久町（n=182） 

南多久町（n=176） 

多久町（n=196） 

西多久町（n=134） 

北多久町（n=238） 

21.0%

44.9%

8.5%

25.0%

29.0%

12.5%

18.8%

44.3%

40.3%

44.9%

42.0%

46.0%

36.4%

44.9%

25.6%

7.4%

39.2%

23.9%

17.0%

42.0%

27.3%

9.1%

7.4%

7.4%

9.1%

8.0%

9.1%

9.1%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

要望

65％

85％

53％

67％

75％

49％

64％

24.3%

35.5%

13.6%

23.1%

24.9%

14.2%

23.7%

46.2%

45.6%

43.8%

37.9%

45.0%

36.1%

46.2%

17.2%

10.7%

32.5%

27.8%

17.2%

37.3%

17.8%

12.4%

8.3%

10.1%

11.2%

13.0%

12.4%

12.4%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

要望

70％

81％

57％

61％

70％

50％

70％

26.9%

47.8%

12.7%

21.6%

12.7%

9.0%

17.9%

48.5%

37.3%

36.6%

41.8%

43.3%

37.3%

51.5%

14.9%

6.0%

39.6%

26.9%

32.8%

41.8%

19.4%

9.7%

9.0%

11.2%

9.7%

11.2%

11.9%

11.2%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

要望

75％

85％

49％

63％

56％

46％

69％

21.8%

41.6%

18.1%

21.0%

31.9%

15.1%

22.7%

46.6%

42.0%

44.1%

34.9%

44.1%

39.1%

45.8%

25.6%

12.2%

31.9%

37.4%

18.9%

39.9%

26.9%

5.9%

4.2%

5.9%

6.7%

5.0%

5.9%

4.6%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

要望

68％

84％

62％

56％

76％

54％

68％

18.1%

45.1%

13.2%

22.5%

29.1%

8.2%

10.4%

45.1%

34.6%

46.2%

45.1%

46.2%

31.9%

36.3%

27.5%

12.1%

31.9%

23.6%

16.5%

50.5%

44.0%

9.3%

8.2%

8.8%

8.8%

8.2%

9.3%

9.3%

0% 25% 50% 75% 100%

市内各地から多久駅周辺の市街地

商業施設と市役所と医療施設

多久聖廟やタクア等の観光拠点と多久駅

自宅近くの移動など短い距離

佐賀市・小城市方面

唐津市・伊万里市方面

武雄市方面

要望

63％

80％

59％

68％

75％

40％

47％

2位 

1位 

3位 

1位 

3位 

2位 

2位 

1位 

2位 

2位 

2位 

1位 

3位 

3位 

1位 

2位 

3位 
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３．地域公共交通の問題点・課題 

本章では、3章で整理した本町の地域特性や公共交通の現状を基に、地域公共交通の問題点を示し、課題を整理しています。 

 

 

1)モビリティ（サービス）：既存の公共交通機関に加え、自動運転や小型の乗り物、地域旅客運送サービスも含めた、移動手段の総称 2)AIオンデマンド（交通）：利用者の予約に応じてAI（人工知能）が最短経路を検索・設定することで効率的な運行を支援する技術。 3)グリーン

スローモビリティ：電動で時速20km未満で公道を走る事が可能な４人乗り以上の乗り物 4)シェアサイクル：自転車を共同利用する交通システム 5)カーシェア：自動車を共同利用する交通システム 6)：超小型モビリティ：自動車よりコンパクトで小回りが利き、環境性能に優

れ、地域の手軽な移動の足となる１人～２人乗り程度の乗り物 7）MaaS（マース）：Mobility as a Serviceの略。ITを用いてあらゆる公共交通機関を結びつけ、効率よく、かつ便利に使えるようにする概念及びシステム。

多久市のまちづくりのこれから 

多久市の地域公共交通の現状とこれまでの取り組み 

○ 鉄道は JR 唐津線が東西軸を形成、路線バスは隣接市町村を繋ぐ、

地域間幹線２路線３系統が運行している。 

○ 地域内交通は、市で「ふれあいバス・タクシー」を運行している。 

○ 鉄道、既存路線バスの公共交通ネットワークに、公共交通不便地域

の足として運行している「ふれあいバス・タクシー」が補完している

形で公共交通ネットワークを維持確保している。 

多久市の地域公共交通の現状にみる問題点等 

■佐賀市等市外への移動を支える JR唐津線や昭和バスの利用が低

迷 

○ JR 唐津線は日中や土日祝日の利用が少なく、厳しい経営が続

いている。 

○ 昭和バス唐津佐賀線・多久佐賀線、多久武雄線は、市内からの利

用者が非常に少なく、赤字運営となっている。 

○ 唐津佐賀線は長大路線であるがために、遅延が発生している。 

■ふれあいバスの運行経費が増大 

○ 年々利用者が増加し収入が増えているものの、運行経費がそれ

以上に増加し、行政負担額は増加傾向にある。 

○ ほとんど利用されていないバス停・地域があり、非効率な運行

がみられる。 

■高齢化の進展に伴い、免許返納が進む中、公共交通に対する市民 

の評価は低い 

○ 高齢化率が高まる中、ふれあいバス・タクシーの利用者数は増加

しているものの、令和２年に実施した第５次多久市総合計画策

定のための市民アンケート調査では「公共交通の充実」につい

て、「満足度は低く」かつ「重要度が高い」という評価を受けてお

り、総合計画においても重点課題として位置付けられている。 

多久市の地域公共交通に対する市民の意向等 

■高齢者は、外出時に身体的な負担や送迎への気兼ねを抱えている 

○ 買い物や通院での外出時の困りごととして、高齢者は「徒歩や自転車での移動が身体的につら

くなってきた」や「家族や知人に送迎を頼むことに気兼ねする」との回答が多く、きめ細やかな

サービスやひとりで移動できる環境が求められている。 

■市立病院移転について、「西多久町」「多久町」の住民が移動に困ると回答 

○ 家族や知人に頼みにくくなる、徒歩や自転車で行けなくなるといった回答が多数みられる。 

新モビリティ 1)技術の

進展 
■「緑園に輝くまち 多久」 
○ 交流と定住を支える生活基盤づくり 
○ 生涯安心の健康・医療・福祉のまちづくり 
○ 新しい時代の潮流を捉えるまち 

■新たな拠点の整備 
○ 令和７年度、多久市立病院が小城市民病院との公立病院統合

により、現地「多久町」から「東多久町」に移転予定 

 
■様々な関連分野と公共交通の関連性 

○ 福祉的な移動サービスと公共交通の連携・役割分担 
○ 観光資源と連携した多久の魅力発信事業 
○ 広域連携の取り組み、西九州新幹線の活用関連事業 

■次世代モビリティ 1) 

○ AIオンデマンド 2)やグリ
ーンスローモビリティ 3)、
自動運転などによる乗合
交通サービス 

○ シェアサイクル 4)、カーシ

ェア 5)や超小型モビリテ
ィ 6)などの多様化 

■MaaS7)によるモビリティ
1)革命 

多久市の地域公共交通の課題 

まちづくりと連携し、市民・来訪者が利用し
やすく・分かりやすい公共交通を、将来に
渡って持続的に提供していくための課題を
以下に整理する。 

■幹線系統の持続可能性の向上 

○ JR唐津線の利用促進に取り組み、持
続可能性を高める必要がある。 

○ 昭和バス唐津佐賀線・多久佐賀線、多
久武雄線は、路線の必要性を改めて整
理の上、サービスの適正化を図るとと
もに、路線の特性を活かした利用促進
に取り組む必要がある。 

■高齢者が安全安心に外出できる交

通環境の構築 

○ 身体的な負担がかかる高齢者も安全・
安心に外出できるよう公共交通サー
ビスの改善を図る必要がある。 

■新公立病院までの移動手段の確保 

○ 移転に伴い移動が不便になる西多久
町、多久町を中心に新公立病院までの
移動手段を確保する必要がある。 

■自立し、持続可能な運賃体系、資金

調達の仕組みの準備 

○ 市の財政負担の軽減、国の補助事業
の活用をするとともに、自立した公共
交通の仕組みを検討する。 

■交通事業者のドライバー不足が深刻 

○ 昭和バス、昭和タクシーの乗務員不足等の供給側の制約もあり、今

後は、限られたリソースでの効率的な運行が求められる。 

■新型コロナウイルスによる外出機会の減少、交通事業の経営困難 

○ コロナの影響によって公共交通利用者が激減している。 

○ 交通事業者では貸切事業等での内部留保が圧迫され、赤字路線の

運営持続性が危ぶまれる。 

■JRで通学する高校生は、便数に不満を持っている 

○ JRで通学する高校生の 66％は、便数が少ないと回答している。 

■JR唐津線の維持に行政負担はやむなし多数。昭和バスの維持への財政負担は現状維持が多数 

○ JR唐津線の維持には行政負担はやむを得ないとの回答が多くなっている。 

○ 昭和バスには、利用状況に応じたサービスの見直しに対する意見が多くなっている。 

■「商業施設と市役所と医療施設」間の移動の充実に取り組むべき 

○ 今後の公共交通のあり方について、「商業施設と市役所と医療施設」間の移動の充実への意見

が最も多くなっている。 

○ 続いて、佐賀市・小城市方面への移動の確保、市内各地から多久駅周辺の市街地への移動の確

保への意見が多くなっている。 

■市内公共交通の利便性の向上 
○ 中心市街地内の移動サービスの充実

や、公共交通の情報検索・予約・決済
等の利用環境の充実を図り、市内の移
動利便性を高める必要がある。 

■公共交通の利用啓発 
○ 公共交通利用の意識啓発に取り組み、

利用促進を図る必要がある。 
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３．地域公共交通の問題点・課題 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

４－１．地域公共交通の基本方針 

地域が目指す将来像を基本に、地域公共交通の基本方針を整理しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 市民の移動は、市内商業施設などへの買物・通院や、市内外への通勤・通学、近隣市町へのおでかけ

等、様々な目的で、多方面に生じています。特に、高齢者の移動は個別ニーズが高まり、多様化してい

ます。本市で安心して暮らし続けられる環境を維持していくために、市内交通サービスの充実、鉄道

や路線バスの利用環境の改善など、さらなる公共交通体系の充実を図り、利便性を高めていきます。 

 

 

 

○ ふれあいバス・ふれあいタクシーは運転が困難な高齢者等を中心に生活の足として機能しています。

限られた財源の中で必要な機能を維持するために、利用状況に応じてサービスの見直しを行いなが

ら適正なサービスを保っていきます。また、路線バスは市外への移動手段として重要な役割を果たし

ており、今後も財政支援等を行い維持していきます。 

 

 

 

○ 公共交通は全市民にとって日常生活の移動を支える重要な社会インフラです。公共交通を維持し、利

便性を高めていくためには、市民一人一人が公共交通への関心を高め、利用を心掛けていくことが

必要です。関心喚起・利用促進に向けて継続的に啓発活動やイベント等に取り組みます。 

 

 

 

○ 福祉や商工、観光等まちづくりの推進に資する公共交通、広域的に円滑な移動を支える公共交通な

ど公共交通の充実に向けて、地域や交通事業者、関係行政など各関係者と連携しながら取り組んで

いきます。  

将来像：緑園に輝くまち 多久 
～時流を感じる 文教・安心・交流・協働のまち～ 

「時流を感じる」 SDGsや Society5.0などの新しい時

代の潮流を捉えるまち 

「安心」      生涯安心の健康・医療・福祉のまちづくり 

「交流」      交流と定住を支える生活基盤づくり 

施策目標： 

いきいきネット 交流と定住を支える生活基盤づくり 

●日常生活に必要不可欠な移動手段

が確保され、生活の質を維持し、外

出機会の促進による地域活性化（ま

ちづくり）につなげる 

●多様な交通モードのネットワークの

維持・形成による交通網の結節機

能充実により、市民の通勤圏の拡

充や人・モノ・情報の交流が可能と

なるまちを目指す 

ふれあいバス・タクシーのサービスの適正化や路線バスへの財政支援により、

運行を維持する 

基本方針 

２ 

公共交通の積極的な利用を啓発する 

交通サービス及び利用環境の充実を図り、利便性を高める 
基本方針 

１ 

基本方針 

３ 

まちづくりとの連携、近隣市町・県・国、交通事業者との連携を推進する 
基本方針 

４ 

多久市の地域公共交通の将来像 第５次多久市総合計画 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

４－２．目指すべき地域公共交通網 

本市の地域公共交通の将来像に向けて、各交通機関がそれぞれの役割を果たし、有機的に組み合わせ、

市民の日常生活や来訪者の移動を支え、まちの活性化に資する持続可能な地域公共交通網を構築します。 

 

１） 公共交通機関の役割 

市内の公共交通機関について、その役割を再定義します。 

 

 

公共交通機関 役割 備考 

JR唐津線 

⚫ 多久市と市外を結ぶ基幹交通 

⚫ 高校生の佐賀方面の通学を中心に、通勤にも利用され

る、佐賀市・小城市までの移動を支える交通サービス 

⚫ 多久市への来訪者の移動を支える交通サービス 

多久市都市計画マスタ

ープランで示す将来都

市構造図における、広

域連携軸の一端を成す 

昭和バス 

（唐津佐賀線・ 

多久佐賀線） 

⚫ 多久市と市外を結ぶ基幹交通（JR唐津線と補完し合っ

て基幹軸を形成） 

⚫ 佐賀市内への通院、佐賀方面への通学を中心に、佐賀

市・小城市までの移動を支える交通サービス 

⚫ 多久市への来訪者の移動を支える交通サービス 

昭和バス 

（多久武雄線） 

⚫ 多久市と市外を結ぶ基幹交通 

⚫ 武雄方面への通学、買物等を支える交通サービス 

⚫ 多久市への来訪者の移動を支える交通サービス 

ふれあい 

バス 

⚫ 多久市内の幹線交通 

⚫ 市街地内の移動利便性を高める交通サービス 

多久市都市計画マスタ

ープランで示す将来都

市構造図における、都

市内連携軸の一端を成

す 

ふれあい 

タクシー 

⚫ 多久市内の支線交通 

⚫ 市街地への移動を確保する交通サービス 

一般タクシー 
⚫ 鉄道や路線バス、ふれあいバス・タクシーでは対応しき

れない様々なニーズを支える交通サービス 

 

※基幹交通とは、本市の公共交通体系の骨格をなすもの。 

※幹線交通・支線交通とは、基幹交通を補完して公共交通網を形成する交通（面的サービスを提供）であ

り、幹線交通は市内の公共交通体系の中心となるもの、支線交通は幹線交通を補うもの。 

 

 

 

 

 

 

 

■各公共交通機関の役割 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

２） 交通結節点 

市外を結ぶ JR唐津線や昭和バスと、市内の移動を支えるふれあいバス・ふれあいタクシーが接続する交

通結節点を以下のように設定します。 

 

 

交通結節点 役割 備考 

JR多久駅 

⚫ 市内の全公共交通機関が接続する本市の玄関口 

⚫ 駅周辺の中心商業地やまちづくり交流センター「あいぱ

れっと」への市内全域からのアクセス拠点 

⚫ 多久聖廟などの観光面や多久市中央公園などのレクリ

エーションでの玄関口としても機能 

⚫ 主に北多久町、多久町、西多久町における市外への交

通結節点として機能 

多久市都市計画マスタ

ープランで示す将来都

市構造図では賑わい・

情報発信拠点として位

置づけ 

JR中多久駅 

⚫ JR唐津線とふれあいバス・ふれあいタクシーが接続す

る交通結節点 

⚫ 主に北多久町、南多久町における市外への交通結節点

として機能 

⚫ 多久高校への通学者や多久市役所等へのビジネス来訪

者の玄関口として機能 

 

JR東多久駅 

⚫ JR唐津線とふれあいバス・ふれあいタクシーが接続す

る交通結節点 

⚫ 主に東多久町における市外への交通結節点として機能 

⚫ 新公立病院開業後は、利用者の玄関口として機能 

 

市役所 

⚫ 昭和バス各路線とふれあいバス・ふれあいタクシーが接

続する交通結節点 

⚫ 市役所、市立図書館、中央公民館などの公共サービス

施設や多久高校へのアクセス拠点 

多久市都市計画マスタ

ープランで示す将来都

市構造図では業務拠点

として位置づけ 

 

  

■交通結節点 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

３） 将来公共交通ネットワーク 

市民の市内外にわたる多様な移動に、各公共交通機関が役割を持って、交通結節点で円滑に接続する、持続可能な公共交通ネットワークを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1 

国･県･沿線市と協働した路線バスへの財政支援 

3-2 

福祉、商工、観光と連携した利用促進 

3-3 

交通と暮らしをつなぐMaaSの実現 

3-4 

交通事業者や沿線市と連携した利用啓発・利用促進イベントの開催 

3-5 

公共交通の維持に向けた資金調達等の取組 

■多久市の将来ネットワークイメージ 

1-1 

ふれあいバス･ふれあいタクシーの 

一体的な再編 
1-2 

路線バス及びコミュニティ交通の 

新公立病院への乗り入れの検討 

2-2 

JR駅のパークアンドライド 

駐車場の利用促進 

1-3 

駅･バス停から(まで)の移動を確保する新たな交通サービスの検討 

2-1 

バス位置情報提供サービス、経路検索アプリの普及啓発 

小城市 

江北町 大町町 

武雄市 

唐津市 

●-● 

■■■■■■■■■ 
：本計画の目標達成に向けた事業 

 （詳細は P33以降に記載） 



 

30 

４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

４－３．計画の目標 

計画期間中に達成すべき目標およびその目標達成状況を評価する指標を設定します。 

 

 

 

● ふれあいバス・ふれあいタクシーの再編、市街地内の移動サービスの充実などに取り組み、市

内の公共交通の利便性を高めていきます。 

 

 

指  標 現況値 目標値（R7年度） 

【指標１】 

ふれあいバス・ふれあいタクシーの年間利用者数 

※資料：ふれあいバス・ふれあいタクシー運行実績 

30,300 人/年 

（R2 年度） 

36,000 人/年 

（現状の 1.2 倍） 

 

 

 

 

● JR駅や市役所等の交通結節機能の充実、公共交通の運行情報提供の充実などに取り組み、

市外への移動の利便性を高めるとともに、まちづくり等のイベントと連携した利用促進など

により市内外の交流の活性化を図ります。 

 

 

指  標 現況値 目標値（R7年度） 

【指標２】 

JR 市内駅の日当たり乗車人員 

（多久駅・中多久駅） 

※資料：JR 九州提供資料 

612 人/日 

（R2 年度） 

730 人/日 

（現状の 1.2 倍） 

【指標３】 

昭和バス市内バス停の日当たり利用者数 

※資料：昭和バス乗降調査 

80 人/日 

（R2 年度） 

100 人/日 

（現状の 1.2 倍） 

 

  

市内の公共交通の利便性を高める 目標１ 

■目標１の成果指標 

市外との移動利便性を高め、交流を活性化させる 目標２ 

■目標２の成果指標 
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４．地域公共交通の基本方針及び計画の目標 

 

 

 

● ふれあいバス・ふれあいタクシーの再編等によって運行効率化を図るとともに、公共交通の

利用環境の改善や利用促進活動などで利用者数を増やし、持続的な公共交通を確保します。 

 

 

指  標 現況値 目標値（R7年度） 

【指標４】 

ふれあいバス・ふれあいタクシーの収支率 

※資料：ふれあいバス・ふれあいタクシー運行実績 

13.2％ 

（R2 年度） 
15.7％ 

【指標５】 

ふれあいバス・ふれあいタクシーへの市の資金投入額 

※資料：ふれあいバス・ふれあいタクシー運行実績 

2,470 万円/年 

（R2 年度） 
2,390 万円/年 

 

 

 

 

● ふれあいバス・ふれあいタクシー再編等によるサービス改善、待合環境整備や情報提供の充

実等による利用環境の向上など、各種取り組みによって、市民の公共交通に対する満足度を

高めていきます。 

 

 

指  標 現況値 目標値（R7年度） 

【指標６】 

公共交通に対する満足度 

※資料：総合計画市民アンケート 

2.52 

（R2 年度） 
2.89 

  総合計画アンケートにおいて公共交通に関する満足度の回答を「満足している」を 5 点～「不満である」を 1 点とし、その平均点 

 

公共交通の運行効率を高め、持続可能性を確保する 目標３ 

■目標３の成果指標 

公共交通に対する満足度を高める 目標４ 

■目標４の成果指標 
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 ５．目標達成に向けた施策・事業 

５．目標達成に向けた施策・事業 

目標達成に向けて取り組む施策・事業とその対応関係を以下に示します。 

 

施策・事業 

計画の目標 

【目標１】 【目標２】 【目標３】 【目標４】 

利便性を 

高める 

交流を 

活性化 

持続可能性 

を確保 

満足度を 

高める 

施策１ ： 利便性向上と運行効率化を図る公共交通ネットワークの再編 

 
事業１） 
ふれあいバス・ふれあいタクシーの一体的な再編 

●  ● ● 

 
事業２） 
路線バス及びコミュニティ交通の新公立病院への 
乗り入れの検討 

● ●  ● 

 
事業３） 
駅・バス停から（まで）の移動を確保する新たな 
交通サービスの検討 

●   ● 

施策２ ： 利用環境の充実 

 
事業１） 
バス位置情報提供サービス、経路検索アプリの 
普及啓発 

● ●  ● 

 
事業２） 

JR駅のパークアンドライド駐車場の利用促進 
 ●  ● 

施策３ ： 公共交通を維持・活性化していく体制の充実 

 
事業１） 
国・県・沿線市と協働した路線バスへの財政支援 

  ● ● 

 
事業２） 
福祉、商工、観光と連携した利用促進 

  ● ● 

 
事業３） 
交通と暮らしをつなぐMaaSの実現 

● ●  ● 

 
事業４） 
交通事業者や沿線市と連携した利用啓発・利用促進 
イベントの開催 

  ● ● 

 
事業５） 
公共交通の維持に向けた資金調達等の取組 

  ● ● 
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５．目標達成に向けた施策・事業 

 

市民のニーズに応じたより移動しやすいサービスに、また、持続可能性を確保するための運行効率化

に向けて、ふれあいバス・ふれあいタクシーの一体的再編や、昭和バスの一部ルート変更などに取り組み

ます。 

 

事業１） ふれあいバス・ふれあいタクシーの一体的な再編 

ふれあいバスは、多久駅や新公立病院、商業施設などを結ぶことで、市街地内の移動利便性を高め

る交通サービスへの見直しを検討します。ふれあいタクシーは、ＡＩオンデマンド交通に切り替えて運行

区域を拡大するなど利便性の向上に向けた見直しを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策１ ： 利便性向上と運行効率化を図る公共交通ネットワークの再編 

AIオンデマンドバス 〔事例：西鉄バス「のるーと」、MONET（モネ）、docomoなど〕 

 

 
※利用者の予約に応じて AI（人工知能）が最短経路を検索・設定することで効率的な運行を支
援する技術 

※限られた運行リソースで、面的に需要が分散している地域における運行において特に効果的 

■ふれあいバス・ふれあいタクシーの再編イメージ 

現在 

市内全域 

定時定路線 

特定地域 

予約型（従来型） 

ふれあいバス ふれあいタクシー 

サブ メイン 

将来 

ふれあいバス ふれあいタクシー 

AIオンデマンドを

導入して運行区域

を拡大 

市街地内の移動

利便性を高める

交通サービスへ 

一体的な再編を検討 

資料：docomo 
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 ５．目標達成に向けた施策・事業 

事業２） 路線バス及びコミュニティ交通の新公立病院への乗り入れの検討 

新公立病院の開業（令和７年度予定）に合わせ、昭和バス唐津佐賀線、多久佐賀線の運行ルートにつ

いて当該病院へ乗り入れることを検討します。 

また、新公立病院の統合による小城市からの需要への対応について協議を進め、両市間のコミュニ

ティ交通の乗り入れを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業３） 駅・バス停から（まで）の移動を確保する新たな交通サービスの検討 

JR各駅やバス停からの、徒歩では遠いけれどもバスやタクシーの利用距離よりも短い移動（ラスト

ワンマイル）に対して、新たな技術を活用した交通サービスを検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■シェアサイクル 

（宮城県仙台市） 

資料：仙台コミュニティサイクル DATE BIKE 

■路線バス及びコミュニティ交通の 

新公立病院への乗り入れイメージ 

■グリーンスローモビリティ ■シニアカーレンタル （東京都中央区） 

資料：RakuRoホームページ 資料：国土交通省 

小城市 

新公立病院 新公立病院の 

統合による 
小城市との相互需要 

多久市 

資料：国土地理院地図を基に作成 

現行ルート 

東多久駅 

建設予定地 

見直しルート 
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５．目標達成に向けた施策・事業 

 

自宅 

駅 

目的

 

駅までは 

自動車で行って 

駐車場に駐車（パーク） 

駅からは 

公共交通機関に 

乗って（ライド） 

目的地へ向かう 

 

公共交通を利用しやすいものとするために、交通結節機能の充実、公共交通の運行情報の提供など

に取り組みます。 

 

事業１） バス位置情報提供サービス、経路検索アプリの普及啓発 

県内のバス及びコミュニティ交通で運用されているバス位置情報提供サービス「PINA」や「もくい

く」の周知を強化し、普及啓発を行います。 

具体的には、チラシを作成し、市広報

誌と併せて配布する、公民館等での留め

置き配布、自治会活動やサークル活動で

の配布を行い、周知していきます。 

あわせて、経路検索アプリについても

周知を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業２） JR駅のパークアンドライド駐車場の利用促進 

パークアンドライドのニーズを把

握し、JR駅にある駐車場を活用し

たパークアンドライドの利用促進を

図ります。 

 

 

 

 

  

施策２ ： 利用環境の充実 

■パークアンドライドのイメージ 
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 ５．目標達成に向けた施策・事業 

 

公共交通を維持・活性化していくための、組織体制、資金体制、関係団体との連携等の体制を充実さ

せていきます。 

 

事業１） 国・県・沿線市と協働した路線バスへの財政支援 

路線バスを維持していくために、国の地域公共交通確保維持改善事業、佐賀県地域公共交通補助事

業を活用していくとともに、佐賀市・唐津市・小城市・武雄市と協働した運行欠損額に対する負担を行

いながら、継続的な財政支援を行っていきます。 

 

事業２） 福祉、商工、観光との連携した利用促進 

福祉・介護予防事業実施の際の移動手段として公共交通利用促進に努め、双方の目標につながる連

携を進めていきます。 

また、多久駅やあいぱれっとで開催される商業振興イベントや多久聖廟等での観光振興イベントな

どにおいても連携を推進し、まちづくりの活性化を図っていきます。 

 

事業３） 交通と暮らしをつなぐMaaSの実現 

交通をその種別などに関わらず移動のための一連の手段として位置づけ、それらを ICT（情報通信

技術）の活用により一つの統合されたサービスとして捉える概念であるMaaS（Mobility as a 

Service）が普及しつつあります。 

また、近年は買物のインターネット注文や飲料や料理のフードデリバリーサービスの普及も進んでお

り、買物は人が移動するだけではなくモノが運ばれてくる形も増えてきています。 

佐賀県で進められているMaaSの取り組みについて、広報面での推進を図っていきます。 

 

事業４） 交通事業者や沿線市と連携した利用啓発・利用促進イベントの開催 

JR唐津線や昭和バス各路線などの公共交通全般について、佐賀市、唐津市、小城市、武雄市と協働

して、公共交通マップ等の運行情報ツールや公共交通の利用啓発冊子などの作成、鉄道の日やバスの

日、タクシーの日を活用した公共交通に親しみを持ってもらうイベントの開催、お互いのまちづくりイベ

ント等の情報を相互発信など、市民の公共交通に対する関心・興味を喚起する取り組みを企画します。 

 

事業５） 公共交通の維持に向けた資金調達等の取組 

ふるさと納税を活用し、車両購入等の機材費用や利用促進策等の活動費用の確保を図ります。 

また、車両や公共交通マップ、停留所等を広告媒体として活用したスポンサー制度を創設し、広告費

用等による資金調達を図ります。 

路線バスやタクシーの運転手の確保に向けて、募集 PRなど関係者で協力しながら取り組みます。 

  

施策３ ： 公共交通を維持・活性化していく体制の充実 
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５．目標達成に向けた施策・事業 

各種施策の実施スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R4年 R5年 R6年 R7年 R8年

1

①AIデマンド交通導入検討

②AIデマンド交通実証運行

③実証運行効果検証＆ふれあいバス再編検討

④AIデマンド交通本格運行＆ふれあいバス再編

⑤新公立病院開業に伴う見直し

①関係機関調整

②再編

①実証運用計画検討

②実証運用＆効果検証

2

①周知チラシの作成、配布

①周知・広報

3

①国・県の補助事業の活用

②沿線市と協働した財政支援

①企画

②実施

①活用可能性の検討

②開発準備・実証運用

①イベント・啓発ツールの企画

②実施

③情報提供ツール作成

①ふるさと納税の活用

②スポンサー制度の創設

利
便
性
向
上
と
運
行
効
率
化
を
図
る
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
再
編

利
用
環
境
の
充
実

公
共
交
通
を
維
持
・
活
性
化
し
て
い
く
体
制
の
充
実

施策 事　業

 事業２）路線バス及びコミュニティ交通の新公立病院への乗り入れの検討

 事業１）バス位置情報提供サービス、経路検索アプリの普及啓発

 事業５）公共交通の維持に向けた資金調達等の取組

スケジュール
実施主体

 事業１）ふれあいバス・ふれあいタクシーの一体的な再編

多久市

交通事業者

市民

多久市

交通事業者

沿線市

多久市

小城市

交通事業者

 事業３）駅・バス停から（まで）の移動を確保する新たな交通サービスの検討

多久市

多久市

多久市

県

 事業２）JR駅のパークアンドライド駐車場の利用促進

多久市

 事業１）国・県・沿線市と協働した路線バスへの財政支援
多久市

国・県

沿線市

 事業２）福祉、商工、観光と連携した利用促進

多久市

 事業３）交通と暮らしをつなぐMaaSの実現
多久市

交通事業者

地域事業者

 事業４）交通事業者や沿線市と連携した利用啓発・利用促進イベントの開催

検討

運行計画等検討

準備 実証運行

運行変更申請等準備

企画

作成

継続的に活用

適宜実施

開発

AIオンデマンド利用予約と合わせて検討

制度設計 創設 運用

効果検証 再編検討

運行内容見直し

再編

実施設計への反映

運行内容見直し

実証準備

継続的に配布

継続的に支援

企画

適宜実施

企画

適宜実施

企画

適宜実施

企画

実証運用

適宜実施

企画

適宜実施

企画

適宜実施

企画

適宜実施

企画

運用

実施

作成 継続的に配布
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 ６．計画の推進体制 

６．計画の推進体制 

６－１．関係する主体と基本的な役割 

本計画を進めるに当たっては、交通政策基本法の第 6 条（連携等による施策の推進）にのっとり、「市民」

「行政」「交通事業者」が連携し、一体となって、計画目標の達成に向けて取り組む必要があります。それぞれ

の役割分担を明確にし、新たな交通体系を構築していきます。 

 

交通政策基本法 第 6条 連携等による施策の推進 

交通に関する施策の推進は、まちづくり、観光立国の実現その他の観点を踏まえ、当該施策相互

間の連携及びこれと関連する施策との連携を図りながら、国、地方公共団体、運輸事業その他交

通に関する事業を行う者、交通施設の管理を行う者、住民その他の関係者が連携し、及び協働し

つつ、行われなければならない 

 

 

主  体 役  割 関連法等 

市民 
交通サービスを享受するだけではなく、主体的に公共交通

に関わり、他の主体とともに連携・協働し取り組む。  

交通政策基本法  

第11条 

行政 

（市） 

計画全体のコーディネート役として、管理を行うとともに、

公共交通の維持・改善の取り組みを行う。  

交通政策基本法  

第9条 

交通事業者 
事業経営・交通運営の主体として、路線・ダイヤ・運行形態

等の検討を行うとともに、情報提供・発信を行う。  

交通政策基本法  

第10条 

関係機関 行政や交通事業者等と連携した取り組みの検討を行う。  
地域公共交通の活性

化及び再生の促進に

関する基本方針  

第2条第２項第３号 
有識者 

本計画に示す施策・事業の実施方針等について助言を行

う。  

国・県 
全体的な統括の視点から、計画の推進について助言等を

行うとともに、監査的な判断を行う。  

交通政策基本法  

第８条、第９条 

道路管理者 

交通管理者 

道路行政の視点から公共交通運営の正当性・妥当性につ

いて判断する。 

交通政策基本法  

第１０条 

 

６－２．計画の推進・管理体制 

本計画は、以下に示す推進・管理体制のもと、計画全体の推進及び事業の進捗状況等について適切に管

理し、着実な推進を図ります。 

 

 

 多久市地域公共交通会議 

構成員 多久市、市民代表、交通事業者、道路管理者、関係機関 等 

役割 短期的な見直し・改善や、中・長期的なプロジェクト等を継続的に検討する。 

  

■推進・管理体制 

■関係する主体と基本的な役割 
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６．計画の推進体制 

各施策の推進に向けては、多久市地域公共交通会議に、各施策のワーキンググループを設け、施策実施

にあたっての詳細なニーズ把握や実施内容の検討、施策準備、実施、効果検証等を行っていきます。活動成

果は地域公共交通会議に報告し、計画全体としての進捗を管理します。 

 

 

施策・事業 
ワーキング 

グループメンバー 

施策１ ： 利便性向上と運行効率化を図る公共交通ネットワークの再編 

 
事業１） 

ふれあいバス・ふれあいタクシーの一体的な再編 

多久市 

交通事業者、市民 

 
事業２） 

路線バス及びコミュニティ交通の新公立病院への乗り入れの検討 

多久市 

小城市、交通事業者 

 
事業３） 

駅・バス停から（まで）の移動を確保する新たな交通サービスの検討 
多久市 

施策２ ： 利用環境の充実 

 
事業１） 

バス位置情報提供サービス、経路検索アプリの普及啓発 

多久市 

県 

 
事業２） 

JR駅のパークアンドライド駐車場の利用促進 
多久市 

施策３ ： 公共交通を維持・活性化していく体制の充実 

 
事業１） 

国・県・沿線市と協働した路線バスへの財政支援 

多久市、交通事業者、 

国、県、沿線市 

 
事業２） 

福祉、商工、観光との連携した利用促進 
多久市 

 
事業３） 

交通と暮らしをつなぐMaaSの実現 

多久市 

交通事業者、県 

 
事業４） 

交通事業者や沿線市と連携した利用啓発・利用促進イベントの開催 

多久市 

交通事業者、沿線市 

 
事業５） 

公共交通の維持に向けた資金調達等の取組 
多久市 

  

■ワーキンググループ 
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 ６．計画の推進体制 

６－３．計画の推進方法 

本計画は、目標及びその数値指標を設定し、これらの達成状況を見ながら、計画の進捗状況を管理して

いきます。 

計画 4年時点には最終評価を行い、計画 5年時点で次期計画策定に向けた検討を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数値指標の目標値は、計画期間中（令和 7 年度まで）に達成するものですが、毎年度 1 月頃に開催する

多久市地域公共交通会議にて前年の実施事業の評価とあわせて達成状況を確認します。 

また、毎年度 6 月頃に開催する公共交通会議においては、前年度の事業及び数値指標の達成状況や地

域要望等を踏まえて事業年度に推進する施策を整理し、当該事業年度の方向性を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画の推進ＰＤＣＡ 

事業の推進ＰＤＣＡ 
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